
 

小学生参加において、使用する自転車について 

 
 
今年も、小学3 年生以上が参加できるようになりました。 そして小学生は、大人と同じ自転車の使用は危険であることから、 
小学生参加者に限り、子供用の自転車が使用できるようになります。 

 ⇒ ｊ；ジュニアクラス参加者（小学3 年生～中学生のメンバー 2～10 名でのチーム）  
 ⇒ 及び 一般クラスで大人と混合で参加する小学生 
★ 約束事 ①ジュニアクラスは、11:00～19:00 の 8 時間レースで、表彰します 

          ②小学生の参加者は、安全を確保するため クラスにかかわりなく 19 時以降の乗車ができません 
          ③よって小学生用自転車は、ライトの装着義務がありません 
 
 
一概に子供用自転車 といっても、色々な種類がありますが、一般的な小学生用自転車のイメージとして 
    小学生自転車は、ギア段数は自由、 タイヤ26 インチまで、 タイヤ32mm以上太いもの 

  ハンドルの前にカゴ(小さくてもOK)、 ロードレーサーは禁止 

 
 
 
 
 
 
 
 
   このような自転車だと思います。 

 

   親権者の方は、あくまでも楽しむためのイベントということを忘れずに、過度の自転車を使用したり 
   小学生にスピードを追求したりすることが無いように、お願いいたします。 
 
 レース当日(前日)の車検の祭は、大人の自転車と同様に、車検シートに必要事項を記入頂き、親権者と一緒に 
 車検を受けてください。 小学生が 1 チームに複数いる場合は、1 人1 台の自転車を使用可能です。 
 
■レース当日のイメージ 

計測器に関しては、各チーム 1 つしかありませんので、小学生ライダーがコースに出る際は、 
大人用自転車から取りはずし、子供用自転車に積み替えて頂きます。 
ついては、トランスポンダーを装着する［反射ベスト(事務局から貸与します)］ を装着し、 
チームスタッフが積み替えて頂けますようお願いします。 

 
また、小学生ライダーから、大人ライダーに交代する祭は、再度トランスポンダーを積み替えてください。 

 
■トランスポンダー積み替えに関するご注意！ 
・トランスポンダーを積んでいない場合は、周回数はカウントされませんので、ご注意ください。 

・コースの途中にトランスポンダーを落下させた場合は、お手数ですが チームで探して頂きます。 
・大人が、子供用自転車で周回した場合は、ギア規定に反しますので、レース除外といたします 

 
■裏面 ジュニアライダーの親権者誓約書は、期日までに提出して頂けますようお願いいたします 
  また、出場する祭には、レーシングコースで行う自転車レースだということ、 

走行に関してルールが存在するということ、 
絶対安全ということは無く、転倒や怪我の危険性が常にあること を親権者と子供がお互いに理解し、 
怪我を防止するための服装やサポーターを用意して頂けますよう、お願いいたします。 
またヘルメットは絶対装着です 

 


